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賀　正
当会も発足以来4年目に入りました。今後ともよろしくお願い申し上げます。
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ギャンブルの本質は詐欺
弁護士　　井　上　善　雄　　
１．路上の「賭将棋」「賭連珠」のエピソード
　1960年代まで祭りの露店では、詰将棋や連珠（五目並べ）の出題をし、客が金を賭けて（一手100円）客が勝ったら店側が金を払うというものがあった。サクラ（おとり）で客を集め、いかにも「詰み」そうだが勝てない。黒が四・三で勝てそうだが実は禁じ手等の落とし穴があることを子どもの頃に親から教えられた。小学校高学年になるとその手口が読めた。
この賭将棋、賭連珠を警察は見逃していたのか。見張りがいてすぐに店をたたんで逃げられたのは、香具師（やし）の仕切る夜店だったからだろうか。
昔から勝負事に賭けは多かった。そしてギャンブル・賭けの歴史は、実は詐欺の歴史だった。
２．詐欺の内容と方法
　サイやカードに細工をした詐欺も、賭博が始まって以来絶えない。しかも、賭博は実は詐欺が「ルール化」しているものが多いことを知っておこう。
　純粋な偶然で結果が決まるゲームはあるが、このゲームを含め賭けさせてゲームをギャンブル化し、それを一つのシステム化したものは、厳密には胴が勝ち、大金持ちの方が勝つようルール化したものであるといえる。
　すなわち、ギャンブルの世界は賭博を開帳した者が「テラ銭」をとり、富くじの発売元は必ず収益があがるシステムである。その分、公然たる「詐欺」といえる。
　日本の宝くじやサッカーくじは、発売額の50％以上を客から収奪し、競輪、競馬、競艇、オートレース（４Ｋ）も25％は胴元が収奪する。カジノのルーレットでも0や00に玉が入ると店（胴）の総獲りとなる。公平な筈のバカラも換金システムで店が収奪できるようになっている。
　しかし、この種の詐欺は、刑法上の詐欺として立件されることはない。
　まず、公認ギャンブルはまさに客から多額の収奪をして収益金を得て公益事業を行うものとして公認合法化されている。パチンコ・スロットは換金すれば賭博で違法となるが、「三店方式」という脱法システムによって警察・検察庁は立件しない。実質的にはギャンブル（賭博）でも「遊技」とされているのだ。
　もちろん、公認されないギャンブルは賭博罪の対象ではあるが、ここにも詐欺はある。
　すなわち、賭博には詐欺がつき物だ。詐欺性があっても賭博性を否定できないだけのことである。念のため、横綱と幕下の相撲に賭けが成立しないかというと金を賭ければ犯罪は成立する。実力の差があろうと、科学の発達した時代の天気予報だろうと金を賭ければ犯罪が成立する。100％結果が決まっていて当事者の一方が知っていれば詐欺罪のみになるかも知れないが、双方共結果を知らねば賭博罪となる。
　開帳された賭博場では、当事者は無限に賭けを続けられない。コイントスでもサイコロでも無限にやれば「大数の法則」での賭け率は一定率に無限に近付く。しかし、現実の賭博場はこの大数の法則を実現するところではなく、むしろ禁じている。賭け金の預託制（チップ、玉の交換）や時間制限、賭け額の限度性などで、胴や大金を持っていない者が負ければそれで終わるようになっている。すなわち、大数の法則を金の少ない客は確実には実現できないのである。客はビギナーズラックや勝ち逃げするしかないが、その確率は極めて低いし、人の射倖心からそれがむしろ落とし穴になるのである。
３．公認賭博の詐欺性
　４Ｋと宝くじ、スポーツ振興くじ（２くじ）は、いずれも客からの収益を得る方法（収奪システム）が決まっており、これは公然化されているから詐欺ではないと言われる。
　しかし、ほとんどの市民はそのシステム全体を熟知せず、規則化がされているというも広く市民に説明されていない。
　むしろ、２くじは当せん額の大きさをマスコミまで使って大々的に宣伝し、客は客観的には射倖心で酔わされて自分だけは億円や大金が当たると夢を見させられている。４Ｋの大穴や２くじ大金当せんについて「儚い夢とは判ってもやめられない」と依存症を自覚する客は良いほうで、「はした金では幸福は買えないが、宝くじＣＭのように大金が当たれば幸福になれる」との誤った広告（教育）に、大量に買えば当たると「洗脳」されている人が多い。
４．資本主義社会の賭博化と詐欺化
　資本主義の経済は自己の資金と労働による生産物の自由取引を通じて良き社会が生まれるという原理であるが、アダム・スミスの倫理学とは程遠い醜い歴史を持っている。人を奴隷とする売買は言うまでもない。カール・マルクスは人の労働力の自由売買は資本による労働者の搾取や隷属をもたらすというように資本主義社会は富を収奪する社会を生んだ。社会福祉主義の考え方で修正された資本主義の下でも、身分や人の不平等支配が続いた。19世紀～20世紀の植民地支配は、21世紀になって形を変えるも「金と資源」の国家又は資本の支配が続いている。資源には地下資源だけでなく国土、自然から人的資源まで及び、「大国主義」は21世紀にも続く。
　それどころか、1980年代には世界の金融経済の自由化の下で新たな富の収奪システムが生まれた。それは「カジノ資本主義」とも呼ばれている。金融商品の自由な取引が生んだギャンブル経済である。今では世界の企業、モノ、サービスが世界市場で商品化され、現物だけでなく先物まで売り買いされる。そして、その通貨であるドルやユーロ、日本の円をはじめ世界の「マネー」の全てが売り買いという賭けの対象となっている。
　そこでは電話一本メール一本で大きな先物取引までされて値が動き、結果として全ての商品が世界通貨全体で実価値といえないような「騙し」「騙される」取引が可能となっているのである。
５．日本人の不安感と預貯金の投機
　そのように日本の円の価値が、かつてのインフレーション（物価上昇の経済）、デフレーション（物価下降の経済）どころか不安定にされる下で、庶民は自分のわずかな預貯金さえ明日はどうなるかと思わされている。
　日本人は世界一級の預貯金をする国民である。日本の金融機関はかつては、預貯金を安全確実に運用して老後の安心を支えるとしていたが、今や証券会社はセキュリティの名にそぐわない投機の株や投資信託を売り、銀行、信託銀行、保険会社までもが投機・投資信託に庶民を誘う会社になっている。
　このような、いわば世の中の不安定と投機化という風潮の下で、多くの庶民は超低利預金、国債から株ないし投資信託に丸投げするしかなくなっている。そしてタンス預金や一定の持ち金を賭ける心理へと誘導されているのである。
　投資信託という投機では取扱会社にとって手数料は確実な収益となり、一種のテラ銭といえる。その結果は合理性は全くといえる程判らないまま結果のみが知らされる。実は取り次いだ証券会社や銀行もその詳細な手続き根拠、証拠がわからず、個々の投信者に説明できない。大きな投資信託の商品は、実は集まって複数の商品に適宜振り分けられ、その振り分けられた商品もまた複数の行き先に向けられて投機されるという。この仕組みはグローバルとかワールドとか大きな名前が付されているも、その計算が事前に決められず説明できないという。いわば、誰がこの金を持ってどの船に乗り、どこに行くかも、どう使うかもわからない、ただ最大限努力しますという全てお任せの「商品」なのである。これらの預り金（信託された金）を振り分けるディーラーは、一種のカケという賭博をしていることになるが、そのディーラーが世界で最大級の金儲けをしている。先進国の多くの投資信託者はそれ自体ギャンブルをさせられ、しているのである。
　このように日本の経済全体がカジノ化、ギャンブル化している。だから遊びにもなる公認ギャンブルは賭博として問題にする程度の問題はないのだと思わされている。
６．公認ギャンブル（パチスロを含む）の「犯罪性」と「反社会性」
　闇ギャンブルは刑法上の対象であり、容認する余地は全くない。（公認ギャンブルにとっても敵にはなっても味方にはならないだろう。）
　では、カジノ資本主義の下での投機（株、投信etc）への金と公認ギャンブルへの金は同じであろうか。答えは、異なるのである。
　第１に、その「賭け」の主体は大きく異なる。投機は大企業、大金持ちから小金持ちまでいるが、ギャンブルの客は貧者である。例外的に何百万円も買う者がいるというが、客観的には病癖者（アディクション）といってよい。いくら夢を買うといっても10枚3000円で十分なのに、宝くじを何百万円分も大量に買うことは、大吉のおみくじ欲しさに多数のおみくじを買うようなものといえよう。
　昔から競輪、競馬、競艇、オートレースに通う人は、統計調査によれば貧しい人、無職者（失業者）、定年・高齢者が多い。公営賭博で金を失い、荒れた客が周辺の人々にも迷惑をかけるので、主催者は周辺住民や自治会に金を配るほどである。自分の生活資金だけでなく家族の金を投じる賭客。その上、盗み、強盗、殺人、横領までした金を使っているが、その金は４Ｋと２くじ収入になり、そして犯罪の被害者には返されない。嘘を言って借りた金もある。このように客はギャンブルに「酔わされ」「騙した金」を使い、ほとんど負けるのである。
　第２に、収益の金の行方が異なる。民間の投機の取引の結果で得られる。利益には所得税がかかる。投資信託者が投機受託者に誘惑されて消費者問題になったり、投機・投信規制法の違反という問題もある。公認ギャンブルはパチスロを除き、４Ｋの賭博開帳の収益や２くじの富くじ発売で収益を得るのは、開催し発売する地方自治体である。客の「奪われた金」の大半は政府関係団体や地方自治体に配分費消される。
　第３に、その収奪の結果生ずる社会的弊害と費用の負担である。ギャンブルには犯罪、社会的弊害や社会的費用が大きい。犯罪組織、マフィアの形成、マネーローンダリングから文化・教育環境の悪化、そしてギャンブル依存症と自殺や、犯罪による資金捻出までの社会的弊害がある。公認ギャンブルはその克服、解消への社会的費用は、本来起因者として地方自治体に直接責任がある。
　もちろん、投機取引による個人破綻によっても自殺はあり、犯罪の金も投入される。地方自治体は加害者の側面と保険治療等費用負担の「被害者」の側面がある。
　第４に、詐欺性の内容である。投機もそれを動かす人やシステムに、他人を騙すシステムがないとはいえない。詳しい説明ができない投機取引に対し、ギャンブルは結果が説明できる。（パチンコの出玉は店操作があり詐欺性がある。）
　しかし、収奪率（控除率）の高い公認賭博はその正当性として収益金を公共事業などに使うというも、個々の事業の計画の必要性（税金以外による事業の不可欠性）やそれに使う公益上の相当性、その支出の具体的正当性についてほとんど説明できていない。住民が情報公開請求しても地方自治体にはどれだけの金が配られたか、その使用種目の一部に使われたことがわかる程度であり、結局ギャンブル収益が様々な弊害、費用を生みながら敢えてするものか説明されない。
　収益金の使い方は事業継続の詐欺性にかかわるので、この点透明性のない公認賭博には重大な問題がある。パチンコの換金は脱法で賭博になり、風営法の違反だが、警察・検察は立件せず、そのため最高裁の判例はない。そして、パチンコには各台の「釘の調整」から｢コンピューター操作｣まで詐欺性がある。
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ギャンブル問題マスコミ評
　2014年11月16日放送のＮＨＫクローズアップ現代でギャンブル依存問題が取り上げられた。その病について患者、家族、医師への取材もし、深みのある30分番組だった。公認ギャンブルやパチスロで患者になった人の心理から脳の変化画像まで、この病を疫学的調査した森山Drと医学会での報告、そして患者本人だけでなく家族へのカウンセリングDr、ＧＡ参加家族への取材、そして北海道の田辺等Drとの対話からなるものであった。
ギャンブル依存症は今やＷＨＯを含む欧米医学会の診断基準まである明確な病である。その病はなりやすく、治癒し難い。周辺家族、医師、援助グループらの助けと努力がいることが詳説された。
これに対し、政府や病を生むシステムへの告発という点で弱いのは気になったが、今般のＩＲカジノ問題の議論で、この病への対策・治療が必要であることを世に訴える好番組であった。
原告募集　ギャンブル被害を取り戻す提案　　　　　　弁護士　井上　善雄
　会報30号でも未成年者のギャンブルによる損失を親権者が取り消して損害賠償を求めうるとの、Ｎ弁護士による法律相談を掲載しました。しかし、法律上可能であっても、子どものギャンブルを表沙汰にしたくない親心のためか、このような訴訟の例はないのです。また、成人であっても老人や判断力の弱い人、ギャンブル依存、障害にある人が、ＣＭ広告に騙されて多大な損失を蒙ることも少なくありません。
　今のところ、ギャンブル障害は世間の理解度が低く、ヤミ賭博はもちろん公認賭博でもその賭博開帳や富くじ発売側の詐術などの加害性について問責する活動や訴えは少ないのです。しかし、本会は一貫して訴えてきたように、賭客のほとんどは「捕らわれたカモ」「欺された人」であって、悪徳商法が「儲け心」「資金保有の不安」につけ込むのと同様、「射倖心」と「夢想心」につけ込まれた者といえます。賭博の開帳や富くじの発売、パチスロも、プロが素人を扱うように「欺し」「収奪できる」システムといえます。
　だとすれば、未成年者のみならず、病人（病的賭博）や判断力の低い老人などをカモにするギャンブルは、客を欺したも同然としてその損害は回復されて然るべきではないでしょうか。闇バカラや闇スロットでは訴える人も賭博罪になり得ますが、“自首”扱いで起訴を猶予してもらい不起訴にできます。（もちろん未成年の場合は、ヤミ賭博は考えにくいですがそうであっても客の場合は、被害者性から立件そのものができないと思います。なお、競馬法や競輪法では未成年者が購入しても、それを処罰する条項はありません。知って発売した者は50万円以下の罰金。）
　そこで、未成年者の入場を認めて公認賭博をさせた事業体を告発するだけでなく、民事裁判という手法でも違法行為を止めさせ、民事賠償を求める活動を提案します。
　被害者、困っている人、またギャンブルに立ち向かう人はいませんか。弁護の報酬は相談の上、結果による利益支払いの条件でお受けします。
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競走場の入場制限と場外券売場等の販売制限の提案
　現行法で公営賭博といえる「競走場」は所管大臣（農林、経産、国交）の許可を得なければならない。その「競走場」（という賭場）は、50～100円以上の入場料を取れることになっている（法令、規制、省令）。しかし、ギャンブル依存（障害）者の抑制のためには低すぎるレベルである。
　かつては競走場だけであった券発売が、場外でも可能となり拡大していった（ex.競馬のウインズは中央競馬18ヶ所、地方競馬23ヶ所）。これらの場外券売場では、テレビで案内される複数の競走場の場外券を買えるが入場料はとらない。従って、100％自動券売場となっている。
　それ以外にも電話投票、電話回線と定期口座預金を利用した例えば30万円のギャンブルコース、ＰＡＴ（パーソナルアクセスターミナル）というファミコン、パソコン、ホームマスターなどを使った在宅投票システムで投票できる。これらは銀行口座から代金の支払いがなされ、払戻金も自動的に送金され、次のレースにも繰り入れられる。例えば競馬では自宅で画面をみながら一度に30通りの購入ができ、購入〆切は競馬場と同じで2分前となっている。電話投票は中央競馬だけでなく地方競馬でも導入している。このように公営競技というギャンブルは、自宅をも賭場にする。
ギャンブル依存症の抑制のため、場外券売場、自宅からの取引を今後廃止すると共に競技場への入場も1人1000円程度にすべきである。もとより未成年者、ギャンブル依存者などの入場は認めるべきでない。
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	22
	3.18
	10
	カジノ合法化反対!全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会設立へ、投稿：インサイダーからの手紙、投稿：ギャンブルオンブズの皆さんへ（鍛冶野進）、BIGの当選確率、カジノ反対の歌･唄シリーズ⑤カジノ宿から⑥マネーイズオーバー、馬好き考、ギャンブルの歌･唄：阿波踊り、小説：20歳の再出発（何田尚気）、NEWS（2014.2.6～3.17）

	23
	4.23
	10
	ギャンブルと「哲学」、投稿：ギャンブル広告の嘘、ギャンブル広告を考えるⅡ、昭和23年の寶籤と宝くじ、言葉と案内「ギャンブル依存症（病的賭博）・嗜癖」、賭博ものしりシリーズ①一心二物三上四性五力六論七盗八害･馬券発行、小説：梶野好也の10日間（大坂弁子）、ギャンブルと「政治屋」パチンコ議連と風営法改正議連、書籍紹介「大切な人をパチンコから取り戻すために」、カジノ･ギャンブル川柳「税」、ギャンブル替え歌シリーズ：博奕海峡・浮遊景色・破産を呼ぶ男、事務局だより（第3回総会、韓国ツアー）

	24
	5.26
	10
	カジノ推進派の「依存症対策」の欺まん、蠢く政･官･学･財界とＩＲ推進協議会、産学癒着、パチスロ･ダイナム社の宣伝、旧聞新聞：沖縄県のＩＲリゾート取組、賭博ものしりシリーズ②パチンコの由来・富突、視点論点：狂う｢首｣カジノ誘致に浅ましき、ギャンブル替え歌シリーズ：パチンコはつらいよ・クジは欲開く、書籍紹介「知っていますか　ギャンブル依存一問一答」「賭博史」「少し金を貸してくれないか」「震える　許さない！カジノ賭博場合法化！」、NEWS（2014.3．18～5.16）、事務局だより

	25
	6.19
	10
	負の経済評価をしないＩＲ･カジノ、ギャンブル依存症をめぐる定義、啄木風パチンコの歌・宝くじの歌、依存学推進協議会について、ギャン物依存症は200万人?560万人?、マカオカジノの社会悪、お台場カジノのお台場とは、法律家の不作為、書籍紹介「世界7月号」より2稿、NEWS（2014.5.8～6.7）、「川柳」でギャンブル依存(症)を考える、賭博ものしりシリーズ③寺銭、事務局だより：公明党議員宛請願書、宝くじ訴訟原告募集

	26
	7.22
	10
	韓国江原ランドカジノ、江原カジノ私見、韓国カジノが生むホームレス･地下経済、夢洲カジノに食指を伸ばすカジノ(IR)企業、宝くじ三題：貧者の希望か税金か･宝くじ･富くじと弊害、宮武外骨「賭博史」の弊害論、タバコ広告とギャンブル広告、嗜癖と弁護、ギャンブルオンブズマンの雑学：サイコロ賭博ほか、マネしギャンブル狂歌･川柳、NEWS（2014.5.28～7.14）、書籍紹介：「カジノ解禁が日本を亡ぼす」「わが国の賭けごと史」、大暗賭博百人一首(1)、事務局だより：オンブズ全国大会分科会案内・宝くじ訴訟提訴報告

	27
	8.12
	16
	報告：宝くじ販売･広告差止を求めて東京都らを提訴（訴状掲載）、共同通信報道、宝くじ訴訟とメディア

	28
	9.26
	12
	ＩＲカジノ導入による危険と弊害、賭博ものしりシリーズ④：賭博虎の巻、主張：ギャンブル被害は消費者被害、「病的賭博」の推計への非難、ＩＲをあおる博報堂のＩＲ調査、ギャンブル場の「おじさん」、ギャンブル回文、大暗賭博百人一首(2)、NEWS（2014.6.16～8.26）、書籍紹介「カジノ狂騒曲－日本に賭博場はいらない－」「競馬をめぐる状況」、事務局だより：オンブズ全国大会ギャンブル問題分科会報告（江原ランドカジノ視察報告とIRカジノ問題）、ギャンブルの事業は健全な自治体事業か

	29
	10.21
	10
	暴走する夢洲ＩＲと鉄道新設構想、病的依存症をめぐる用語と現状、「依存症」か「障害」か？、賭博ものしりシリーズ⑤鼠小僧次郎吉・⑥競馬、儚い夢…宝くじの確率、そもそもギャンブル？、カジノと周辺ビジネス、NEWS（2014.8.26～10.17）、花ちるや競馬場より肩車、大暗賭博百人一首(3)、書籍紹介「賭博要覧」「賭博（日本探偵実話）」「賭　サイコロからトトカルチョまで」、事務局だより：ロト6攻略本不当広告･販売是正申し入れ報告

	30
	11.26
	10
	日本のカジノはどうなるか？－衆院解散によってIR法案は廃案に－、カジノは何故ボロ儲けできるのか、偶然の一致？、宝くじ･totoの収奪率と配当率、法律相談、書籍･論考紹介まとめ（1～29号）、大暗賭博百人一首(4)、NEWS（2014.9.19～11.7）、郡中制法と賭博、事務局だより
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Ｑ　ギャンブルオンブズの　どんな漢字？？　　（答えは1８頁）
１．次の①～⑭の読みを答えて下さい。
　　現在の刑法には、「①賭博をした者は、五十万円以下の②罰金又は③科料に処する。（185条）」「④賭博場を⑤開張し、又は⑥博徒を⑦結合して利益を図った者は、三月以上五年以下の⑧懲役に処する。（186条）」「富くじを発売した者は、二年以下の懲役又は百五十万円以下の罰金に処する。（187条）」とあります。
　　また、旧規定では、「偶然の⑨輸贏に関し、⑩財物をもって⑪博戯または⑫賭事をする罪」とあり、「⑬富籤」や「⑭重禁固」という言葉も使われました。
２．次の①～⑤を漢字で書いて下さい。
　　ギャンブルでお金を ①スッて ②スカンピン になった。それはカジノで ③マケ を ④トリモドそうと ⑤イコジ になってしまったからだった。
３．次の賭博関係熟語（？）を正しく読み、うち⑨⑬⑯㉓㉔について正しく説明して下さい。　　
　①勝者必滅　②博徒列伝　③一勝一敗　④常習賭博　⑤公営競技　⑥勝馬投票　⑦賭博開帳
　⑧風俗営業　⑨三店方式　⑩商品換金　⑪新装開店　⑫新台導入　⑬出玉調整　⑭場外馬券
　⑮中央競馬　⑯本命大穴　⑰連勝複式　⑱博徒結合　⑲賭博観光　⑳大賭博場　㉑賭博収益
　㉒富籤発売　㉓連番購入　㉔大数法則　㉕賭金入手　㉖自己破産　㉗家庭破綻　㉘病的賭博
　㉙賭博悲劇　㉚賭博嗜癖　㉛賭博依存
書籍紹介　
１．「ギャンブル依存国家・日本　パチンコからはじまる精神疾患」　帚木蓬生
（2014年12月15日　光文社新書　740円＋税）
　著者は、1970年代から精神科医として九州で多くのギャンブル依存症の「治療」にあたっている。「やめられないギャンブル地獄からの生還」（集英社　2010年）と「ギャンブル依存と斗う」（新潮選書　2004年）は、ギャンブル依存症などギャンブルの社会悪の全体像を一般書として世に告発し、今も役立つ。著者は、2011年の厚生労働省の補助金による調書報告にも参加された。当時、ギャンブル障害は男9.6％、女1.6％、全体5.6％（成人5000人の母数。全成人にあてはめると560万人を超える）との調査結果を得たが、不当にも大々的に公表されなかった。そして2014年9月の同様の調査でようやく、全国に536万人（男8.7％、女1.8％、全体4.8％）のギャンブル依存症と公表された。
　著者は、長年の診療経験を踏まえ、また近年のギャンブル依存や弊害に対する取組を紹介し、日本が国レベルでギャンブル依存症という消費者被害の生産国であり、またその被害に取り組まないことの誤りを広範な視点で告発する。パチンコから４Ｋの公営競技、宝くじ・totoまでのギャンブル大国日本は、アルコール依存109万人やネット依存421万人（2014年厚労省研究班調査）よりも多い依存症を生む。ギャンブルは窃盗や横領から殺人までの犯罪動機となり、犯罪で得た金（賍物～脱税金）が賭けられているのに反省もなく見過ごされている。これを「ギャンブル汚染列島」と著者は言い、パチンコをはじめギャンブル依存国家からの離脱が急務という。
　ギャンブル依存（障害）は、医師やＧＡなどの努力にもかかわらず治療は困難である。それは、いつでもどこでもギャンブルができ、それに誘惑する産業を本来は取締り抑制してなくすべき政府が主導しているからである。危険ドラッグは覚せい剤と同様、その取締り強化が始まったが、ギャンブル依存、ギャンブル障害は、今も本人の「自己責任」という視方が多い。その視方は、ギャンブル依存の発生を助長し、回復を妨げる。
そして、今必要なのは、医学で提唱されたＥＬＳＩ（倫理的、法的、社会的問題）であるという。ＥＬＳＩは原発や安保でも必要と指摘されているが、ギャンブルに関していえば、日本ほどＥＬＳＩが必要な国はない。「カジノ資本主義・日本」でよいのか、日本の経済や生活に「カジノミクス」が必要か。その根本を問う、コンパクトにして最新の好著である。
２．雑誌　｢消費者法ニュース　１００号記念号｣　（2014.7　消費者法ニュース発行会議）
ギャンブル・カジノ問題も消費者問題として近時本格的に取り上げられつつある。ギャンブルに関するものではこれまで、「確実に当たる」としたくじや投票券の買い方などの悪徳商法を消費者被害として、被害回復と予防を求める消費者行政や被害救済活動などが紹介されてきた。しかし、近年は依存症を生むこと自体が消費者被害であるとする考え方が定着しつつある。多重債務者を生む貸金業と同様、ギャンブル依存を生むことが消費者被害という考え方だ。
憲法学者の平松毅先生が、当会報第９号（2013.2.15発行）においてこの点指摘され、ギャンブルから消費者（客）を保護する法が必要とされた。実はこの法を欠いていることは、刑法がギャンブル（賭博）を許さないとしてきた建前によると思う。あってはならないギャンブルの存在を前提とする消費者保護法は整備しなかったのだ。競馬法など特別法による公営ギャンブルは、その事業を妨害する行為を禁じるだけであったし、風営法による脱法ギャンブルであるパチスロは治安本位に警察が育てて利権化されており、客への消費者被害は配慮されなかった。
今回の被害者の訴えからギャンブルそのものの反消費者性を指摘する投稿が続くことを期待する。
大暗賭博百人一首（５）
今回は81～100番。長らくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(・・・・・),おつきあい)、ありがとうございます。
81．依存症　陥る方をなかむれば　ただ借金取りの奴ぞ見られる　　  　＜誤匿大待＞
　　ほととぎす鳴きつる方をながむれば　ただ有明の月ぞ残れる　　  　（後徳大寺左大臣）
82．重いワナ静かな人生あるものを　憂きに絶えぬはギャンブル産業  　＜賭因＞
　　思ひわびさても命はあるものを　憂きにたへぬは涙なりけり　　  　（道因法師）
83．世の中よ公営賭博なかりせば　病的賭博しかと無くなる　　    　　＜粛正＞
　　世の中よ道こそなけれ思ひ入る　山の奥にも鹿ぞ鳴くなる　　    　（皇太后宮大夫俊成）
84．長らえばカジノなき世がしのばれむ　弊害ないと言いし誤り　　  　＜気を付け＞
　　長らへばまたこのごろやしのばれむ　憂しと見し世ぞ今は恋しき  　（藤原清輔朝臣）
85．夜もすがらキノやバカラで明けやりて　VIPルームも使わざりけり　 ＜終夜＞
　　夜もすがら物思ふころは明けやらで　閨のひまさへつれなかりけり　（俊恵法師）
86．なげかわし盗み横領増やしてる　賭博のために我社会かな　　    　＜災行＞
　　なげけとて月やは物を思はする　かこち顔なるわが涙かな　　    　（西行法師）
87．無茶なことスポーツ振興文科省　利権プンプン天下り先　　　    　＜利権欲し＞
　　村雨の露もまだひぬまきの葉に　霧たちのぼる秋の夕ぐれ　　    　（寂蓮法師）
88．難波江にカジノ作って人を呼ぶ　税まで使う仕業夢洲　　　　    　＜橋下門院＞
　　難波江の蘆のかりねのひとよゆゑ　みをつくしてや恋ひわたるべき　（皇嘉門院別当）
89．わが命絶ってしまえと思うけど　決断できずギャンブル人生　　  　＜自死ない＞
　　玉のをよたえなばたえねながらへば　忍ぶることの弱りもぞする  　（式子内親王）
90．見も知らぬ外国カジノへオンライン　電話やネットで大買してる  　＜ネットカジノ＞
　　見せばやな雄島のあまの袖だにも　ぬれにぞぬれし色はかはらず  　（殷富門院大輔）
91．ギリギリの生活費さえパチンコに　年金保護費　店の餌(え)となる 　＜狂極殺生＞
　　きりぎりす鳴くや霜夜のさむしろに　衣かたしきひとりかも寝む　（後京極摂政前太政大臣）
92．競輪は黒字にならぬ客が減り　累積赤字減る気配なし　　　　   　 ＜赤字輪＞
　　わが袖は潮干にみえぬ沖の石の　人こそ知らねかわくまもなし    　（二条院讃岐）
93．世の中は金に流され代議士も　カジノ法案推すは悲しも　　　    　＜源金元＞
　　世の中はつねにもがもななぎさこぐ　あまの小舟のつなでかなしも　（鎌倉右大臣）
94．よしてくれＩＲなどこじつけて　バクチ場増やし金まきあげる　  　＜参欺増上＞
　　み吉野の山の秋風さ夜ふけて　ふるさと寒く衣うつなり　　　    　（参議雅経）
95．理由なし貧しき民へ宝くじ　地元で買えと公報までも  　　　　　　＜無慈円＞
　　おほけなくうき世の民におほふかな　わが立つ杣に墨染の袖　    　（前大僧正慈円）
96．賭け誘うカジノのチップ金ならで　増えゆくものは借金なりけり　　＜金常＞
　　花さそふ嵐の庭の雪ならで　ふりゆくものはわが身なりけり　    　（入道前太政大臣）
97．この賭けで待ってる勝ちを得られると　燃やす思いで身を焦がすもの ＜定賭＞
　　こぬ人をまつほの浦の夕なぎに　焼くやもしほの身もこがれつつ  　（権中納言定家）
98．金みつぎ　ならぬ横領したからは　みそぎのムショへしるしなりける ＜いえたか＞
　　風そよぐならの小川の夕ぐれは　みそぎぞ夏のしるしなりける    　（従二位家隆）
99．人も思う　働く場ないとあじけない　世を思うゆえにパチスロ未来は ＜ゴト場院＞
　　人もをし人もうらめしあぢきなく　世を思ふゆゑに物思ふ身は    　（後鳥羽院）
100．百(もも)とある賭博社会の弊害は　数え切れない昔も今も　　　    ＜順徳＞
　　ももしきやふるき軒端のしのぶにも　なほあまりある昔なりけり  　（順徳院）
（完）
ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ　 　（2014.10.27～11.25　前号まで未記載分含む）
2014. 10.27　　沖縄ﾀｲﾑｽ　　鳥畑与一教授　インタビュー
　　　  11.4　　 10.27付浜田和幸議員によるギャンブル依存症とパチンコに関する質問主意書に
総理答弁（ゴマカシ）
　　　　11.6　　 札幌市議会　ＩＲ法反対決議
　　　　11.11　　日弁連　　ＩＲ法廃案街頭宣伝
　　　　　　　　 共同　　　ギャンブル依存症1～2割重症化　治療環境整備が急務
　　　　11.12　　赤旗　　　カジノ廃案に日弁連街頭宣伝
愛知弁　　ＩＲ廃案を求める決議
　　　　11.13　　赤旗　　　焦点･論点：帚木蓬生　ギャンブル大国５つの不幸
〃　　　 沖縄カジノ･新基地一体　　反対は翁長、仲井眞候補の支援
国場組らカジノ推進
　　　　11.14　　毎日　　投書「ばくち国家」をめざすのか
済州　　カジノ不法取引　50億ウォン横領で大量起訴
ヤフー　　ニューハンプシャー報告　カジノ依存症、住民8人に1人、自殺5倍、家族の自殺も（鳥畑教授）
　　　　　　　　　　　　　カジノ型デイケアサービス　浦和に出店
　　　　11.15　　北海道　　小樽市民カジノ反対7500人署名
　　　　　　　　 毎日　　　横浜市、市民の声初公表（賛否双方）
　　　　11.16　　沖縄県　　カジノ反対　翁長雄志氏当選
毎日　　カジノ雰囲気を演出　なんばレストラン（大阪版）
　　　　　　　　 産経　　幸福の女神　ジャンボ宝くじＰＲ
　　　　　　　　 ｴｺﾉN　 パチンコ税導入見送り方針
　　　　　　　　 日テレ　　カジノの落とし穴（アトランティックシティ特集）
　　　　11.17　　毎日　　哀歓記：賭博関係服役後
ＮＨＫ　　広がるギャンブル依存症　クローズアップ現代
　　　　11.18　　毎日　　シンガポール、カジノ解禁　（地球ＩＮＧ）
　　　　　　　　 日経　　松井府知事「カジノで大阪再生を」
　　　　　　　　 週朝　　ギャンブル依存8割　パチンコ依存400万人以上
　　　　　　　　 小樽　　北海道ＩＲ道民フォーラム100人
11.19　　産経　　カジノ合法化に警鐘　高橋敏
　　　　11.20　　カジノ問題シンポ開催　大阪此花区　
　　　　　　　　 ｻｰﾍﾟｲｼﾞ　　谷岡大商大学長「ＩＲマネジメントコース」
11.21　　日経　　韓国仁川カジノ　セガサミーら２０１７年５月開業へ
　　　　　　　　 各紙　　全紙広告　年末ジャンボ＆ジャンボミニ発売
　　　　11.22　　赤旗　　21日、ＩＲ法廃案歓迎、全国カジノ場反対協声明　　
　　　　11.23　　赤旗　　苫小牧　討論会　　青年会議所主催
　　　　11.24　　赤旗　　豊中市　カジノシンポ
　　　　11.25　　読売　　ＣＭ界　ジャンボ夫人が行く「泣くな信成…」
　　　　　　　　 奈良　　24日、ギャンブル依存症考える会　田中紀子代表
平成２６年（ワ）第６６８３号
宝くじ販売差止等請求事件
準備書面（２）（平成２６年１２月１日提出）
第１．宝くじの庶民に対する収奪性
　宝くじは、競馬、競輪、競艇、オートレースのいわゆる４Ｋと共に庶民の金を収奪してきた。これらのギャンブルの４Ｋでは購入額（売上）の約２５％、被告らの発売する宝くじでは５０％以上を控除している。
被告らは、この収入で特定の公共的事業をし市民に還元するというが、ギャンブル収入とは結局市民から予め搾り取ったものである。
収奪される者は、宝くじでいえば「高額当せん」という夢に踊らされた「貧しい人々」である。そして貧しい人々にこれらの収益金が生活給付金として出されることはない。
一方、「宝くじ」で儲ける私利業者がいて、この収益事業に協力する。
宝くじの企画広告、券や案内広告の印刷、宝くじの販売にわたる営利業者である。被告みずほ銀行と再委受託業者ら営利企業、そして宝くじ関係団体の「天下り」とそこで収入を得る者は、「宝くじ」で利を喰う者になる。
「客」とおだてられようが庶民の客は全て博奕の“カモ”である。
第２．宝くじの射倖心を煽る販売拡大の反消費者性
１．宝くじは富くじであり、ギャンブルである。そして、庶民の射倖心の弱みや病癖者の心理を突いて莫大な当せん金への夢をかき立てる。
　健全なる娯楽のくじの領域にとどめるなら、一等３億円といった射倖性を高めた当せん金額で顧客を煽るべきでない。１枚１００円の宝くじで最高１０～１００万円程度にすれば、それでも十分庶民は「夢を買える」。また現在のように連番ないしバラでの１０枚単位３０００円以上の購入を当然とし、一度に数万円分どころか数十万円分を売り買わせることを禁じればよい。
　夢は１枚１００円の券で十分買える。当せん金も１００万円以下で十二分であって、射倖性を低めるべきである。また、宝くじを日常化すべきではない。
　現在、ナンバーズは毎週月曜～金曜の５回、ロト６は毎週月曜と木曜の２回、ミニロト・ロト７は毎週火曜と連日抽籤を行っており、宝くじ売場で毎日発売している。他にもその場で当せんの分かるスクラッチくじも毎日購入でき、連日宝くじをやらせている。全国で万単位に及ぶ売場を「常置のバクチ場」にすることはない。
２．原告は訴状でその販売宣伝も不法不当と主張したが、提訴後も自らの売場をほとんど嘘の「高額当選が出る売場」と射倖性を煽る広告や看板を出しはしても、真実の「当たりくじよりカラくじが多く出る売場」との表示はしない。
第３．宝くじをめぐる不法不当な宣伝・広告
１．はじめに―不当宣伝の歴史
　１９４９年７月１３日、宝くじの販売受託者が日本勧業銀行の時代に、被告らは日比谷公園で「宝くじ供養祭」という風変わりな宣伝行事をした。「怨恨院夢想消散居士（えんこんいんむそうしょうさんこじ）」に「ゆめよもういちど」と振り仮名を付け、「落くじ」の墓石や、宝くじ印刷会社の「無情院当籤暁夢居士」や関係企業の「呆然院不当籤易断居士」、「捐失院徳取利益居士」「隣番院錯覚残念居士」「徹心院全産棒振居士」といった卒塔婆を立て、「からくじ」の幽霊亡者が「うらめしや」と演じ、これに「引導」を渡す僧正役の落語家まで出てくる。カラくじを持ってくれば「空くじなし」の再抽籤を行うとのフレ込みで人を集めたとある。
卒塔婆をみれば、宝くじが実はカラくじだらけで「呆然院不当籤」「当籤暁夢」であること、宝くじが「捐失院」で、「隣番」当籤など「錯覚」で、宝くじに徹すれば「全財産」を棒に振るという客観的真実を皮肉にも吐露している。
すなわち、被告らは、勧銀時代から一攫千金を夢見る庶民の射倖心をかきたてて売上を上げることに専心し、カラくじだらけの非難にもカラくじでさえ人を呼ぶ「宝くじ供養祭」といった茶番企画で対応してきた。
日比谷公園で突如３０万円宝くじを売り歩くなど許可される行為でもないが、その商魂ぶりも紹介されている。
　このような低次元で人を馬鹿にした宝くじの企画は今に始まったことでなく、１９４９年当時からの体質と言える。そして今、９月２日を「くじの日」としてわずかの商品の再抽籤企画を続けており、市民に常に宝くじをわすれさせない宣伝方法をとっている。
　その水準からすれば、被告らが平成２６年に行った「お嬢様」と「車夫」の差別劇ＣＭは、「面白ければよい」「人目を引ければよい」という昔からの低劣な広告水準のものといえる。
２．被告らの日本宝くじ協会を使った不当広告
(1)被告らは、自らが全面的に金を出す一般財団法人日本宝くじ協会（以下、宝くじ協会という）をも使った不当宣伝を続けている。
日本宝くじ協会は、昭和３９（１９６４）年４月１日に、自治宝くじの健全な伸展を図るための調査研究や、社会的に意義のある事業に宝くじが寄与することによってその普及・宣伝を行い、地方自治の振興及び公益の増進に資すると共に、発売受託銀行及び国際富くじ組織との連絡調整をすることを目的に、東京都ら宝くじ発行団体が設立した。
証票法１３条の２の住民の理解を深めるためといいつつ、宝くじの普及宣伝事業として販売促進活動を行い、①週刊誌：２０誌に月１回１頁の広告、②新聞：全国５紙、地方５２紙に年２回の広告、さらに③テレビ、ラジオ、ポスター等による広告、④高額当せん者エピソード集発行などを行っているという。
　普及宣伝受託収入は、昭和６０年の６５億３８９０万円余から平成１５年には１９３億円超に至り、そして平成２１年度でも１７４億円という。
　その広告宣伝は、根も葉もない偶然を必然的な因果にみせたり、非科学的なものを科学的に粉飾する宣伝である。
宝くじ協会は人気の週刊誌（週刊朝日等）を使って宝くじ購入をするように宣伝する。以下、週刊朝日に掲載された広告を例にその内容を紹介する。
①１９９６年１月５，１２日号の漫画家鈴木義司氏を起用した宝くじ高額当せんエピソード「ハッピーさん」の「縁起モノ・全員集合でズバリ当せん。」という広告がある。
「カエル･ヘビ･七福神　招き猫！これが効いたのねッ」といった広告は、今もみずほ銀行下の委託販売において継続している「大安吉日」「一粒万倍日」宣伝と同類である。本来何の因果関係もないことに因果をこじつけ、ゲン担ぎをさせて買わせようというこれら宣伝は不当宣伝である。
②１９９６年３月８日号の「当たりどきは愛車でわかる!?」と題する広告がある。
車の走行距離が８８，８８８ｋｍとぞろ目になったときに大量１００枚購入したら２００万円をズバリ当てたとし、「はやく９並びになれ！」「たのしみだね」と言わせている。これは何の根拠もないことを、さも意味があるように述べて大量購入を呼びかけるものである。
③１９９６年９月６日号の「幸運の女神のご利益で３，５００万円。」と題する広告がある。
ドリームジャンボ宝くじの予約券を配布する「幸運の女神」からもらって大量１００枚購入し、半年後に幸運の女神に再会する夢をみたところ、当たっていたというＭ.Ｔ氏の話である。幸運の女神は被告らの雇う宣伝ガールだが、仮に予約券を貰おうと当せんには何の根拠もない。
このような人の無知や弱みにつけ込む広告は「故意犯」である。実は、イギリスのマンティング教授は、このような無意味なメッセージを信じさせられる人は教育を十分に受ける機会に恵まれなかった人で、所得レベルが低い人に多いと指摘している。そして、このような広告宣伝の犠牲者は社会的弱者である。
宝くじの収益は、全て公共公益のために使われるというが、このような宝くじの犠牲者の救済には使われない。むしろ、被害を生み拡大するこのような不当・不法な広告による宣伝費に使うのである。この点でも被告らは反社会的、反公益的である。
④１９９６年４月５日号の「あきらめないで“１億３，０００万円”。」（当時のジャンボ宝くじ一等前後賞合計のこと）と題する広告がある。
毎回１００枚～２００枚購入しているＳ.Ｓ氏が、家族からのたしなめにも止めずにサマージャンボ７０枚を買ったところ１億３，０００万円を当てたとし、「人間あきらめが肝心」とある掛け軸を指して、「こんなのうそ！あきらめないでがんばったから一億三千万円当てたんだ！」という広告である。
　これは、いわば「宝くじ依存症」のレベルの人に「あきらめないでかんばる」ことを勧奨宣伝しているもので、これが仮にＳ.Ｓ氏の真実のケースだとしても、ギャンブル依存症の人に対し、このようなことが生じる可能性が高いとしてさらに宝くじを買い続けるよう誘う広告は、残酷且つ犯罪的である。
　被告らはこれら広告も、宝くじ依存症を肯定しているのではない、事実を広告しているだけと「うそぶく」のかも知れない。しかし、このようなレアケースをさもよくあることのように広告することは詐欺・不当表示である。１００枚ずつ買い続けても１億円当たる人は１万人に１人あるかどうかのケースを、そのほとんどを無視して病的なギャンブラーを肯定的に宣伝する広告は「犯罪」である。
　これは、被告らが今も「億円くじが出た売場だから、その旨広告しているだけ」と単なる事実だと強弁し、実はその分カラくじが億円当選くじの何百万倍も出ていることを隠して売っていることについては何の問題もないと開き直っていることと同じである。
⑤１９９６年８月２日号の「ツキへEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゴー　ゴー),５・５)の残り福。」と題する広告がある。
宝くじファンの父の影響で毎回１０枚ずつ購入しているＯＬ、Ｋ.Ｏさんが、連番とバラを５枚ずつ買った列の前の人の残りを同じように買ったところ、父には変わった買い方だと笑われていたが、１等・前後賞あわせて１億３０００万円が当たったと喜ぶものである。結局、連番買いしているから偶然１億３０００万円が当たったのに、バラ買い５枚もしているから「５・５の残り福」というエピソードとするが、これに根拠は全くない。
　要するに、宝くじはツキの残り福があるから残さず買おうと客に呼びかける錯覚利用の不当宣伝広告である。
⑥１９９６年１２月６日号の「パソコンと神に頼んで“１億円”。」と題する広告がある。
好きな番号の宝くじ券を１年間買い続けるシステム（ナンバーサービス）を宣伝し、Ｋ.Ｗ氏の例として、「パソコンに過去の当せん番号を入力し、割り出したいくつかのモデルナンバーを、一枚ずつ紙に書いて神木で作ったマスに入れて神棚へ。『ナンバーサービス』申込時に、神棚から取り出したマスのモデルナンバーで挑戦したところ、グリーンジャンボ１等・前後賞合わせて１億円に的中でした。ユニークな作戦が効きましたね。」とある。根拠のない神頼みの迷信とパソコンという一見科学的予測手法を肯定的に示して、継続的な宝くじナンバーサービスによる購入を賞賛し勧めている。
これらは、悪徳業者がロトやナンバーくじで大当たりを予測可能として詐欺本を売る商法を放置している感覚と同一である。
(2)この「ハッピーさん」広告を描いた漫画家の鈴木氏は、この他に電力会社から頼まれて原発推進のマンガを担当などしていたが、２００４年７月１７日に７５才で若死にしたために「ハッピーさん」は１１５回の連載で終了した。
２００４年１０月８日号まで１１５回継続された広告は、実は何の根拠もないことを意味があるかのように、宝くじを買うと高額当選が得られるという話を載せ続けたのだった。
①２００４年７月９日号の「グリーン４等、ドリーム３等、サマー２等の快挙。」と題する広告がある。
　１０年以上の宝くじファンが、いつものように５０枚購入して当せんしたとしているが、これも実はその一方でほとんど当たらない可能性が圧倒しているのにレアなケースがあると宣伝するもので、科学的根拠はない。そして大量買いの宝くじ依存を勧奨している。
②２００４年８月６日号の「夫婦でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・・・・・),夢にまでみた)ミニロト１等。」と題する広告がある。
　ミニロトを買い続けた夫婦がある晩、妻は宝くじに当たった夢を見、夫は妻から宝くじに当たったと言われる夢を見て、次の抽籤で１等に当たったというエピソードである。夫婦揃って長年宝くじ当せんの夢を追い、二人の夢がたまたま当たったというにすぎないのに、夢を追い続けることを勧奨するものである。
③２００４年９月３日号の「ハッピー記念に『宝くじの日記念』購入。」と題する広告がある。
　長男の結婚、次男の再就職とうれしいことが続き、「２度あることは３度」と宝くじ日記念くじを購入したら当たって運命的だというもの。これも偶然に過ぎず、何か良いことがあれば宝くじを買えという宣伝である、
④２００４年１０月８日号の「金色のお米と保管して１，０００万円。」と題する広告がある。
　宝くじキャリア１０年の主婦が２０枚購入し、金色の米１粒とともにくじを保管したところ当せんしたという、これも根拠のないものである。何か当せん根拠を後付けし、宝くじ購入を継続させようとするものである。
(3)その後、日本宝くじ協会は、若手漫画家のやくみつる氏に替えて同様の広告を続けた。そのマンガシリーズは「おめで当せん劇場」と名を変えたが、内容やレベルは相変わらずで、宝くじの縁起担ぎ、集団購入、大量購入、継続購入を勧奨するものである。２００４年１２月から今日まで１２０回に及び連載が続いている。この逐一を紹介するまでもないが、一部２０１０年のものを紹介する。
①２０１０年１月１，８日合併号の「元旦にツキを確信、毎日購入の勝利。」と題する広告がある。
１月１日新年会のポーカーゲームでの１のファイブカードを機に、週１回のナンバーズ購入を毎日購入に変えて、１ヶ月半後当せんしたというものである。偶然の出来事を使って、毎日宝くじを購入する病癖にしようと宣伝している。
②２０１０年２月５日号の「慈しむ心が招いた１，０００万円の幸運。」と題する広告がある。
猫を飼い始めて宝くじを２０枚買ったら当たったというものである。宝くじ売場でよく使われている根拠のない「招き猫」のストーリーである。
③２０１０年３月５日号の「元気づけ資金に、１億５，０００万円。」と題する広告である。
夫の死後、就職面接を受けて不採用だったが、たまたま同じ日に買ったジャンボ宝くじ２０枚で１.５億円が当たっており、これを亡夫からの「元気づけ」とするものである。全くの偶然で可能性の低い宝くじの授かりが就職採用による自立よりも幸福だと宣伝するものである。
④２０１０年４月９日号の「幸福パワーが引き寄せたロト６の１等。」と題する広告である。
姪の結婚式の数字の組合せでロト６を買ったところ１等を当てたというものである。幸運のお裾分けをもらったという根拠のない当せんストーリーを意味があるように宣伝するものである。
⑤２０１０年５月７，１４日合併号の「夢効果？ビジネスも金運も大発展。」と題する広告がある。
商談に向かう途中で売場を見かけて衝動につかれ宝くじを購入した会社員が、宝くじも当選し商談もうまくまとまったというストーリーで、根拠のない衝動買いをさも当せんに意味があるように宣伝するものである。
⑥２０１０年６月４日号の「『おめでた』パワーでミリオン、ゲット。」と題する広告がある。
妊婦は宝くじに当たりやすいと聞いた妊婦が結婚記念日に５０枚購入したところ、１００万円を当てたというストーリーで、根拠のないものに意味があるように思わせて買わせる宣伝である。
⑦２０１０年７月９日号の「売場めぐりで億万長者に。」と題する広告がある。
過去にも５００万円を当てたことがある主婦は、高額当せん発生と掲げる宝くじ売場をあちこち巡ることを楽しみとし、また１億円を当てるという強運を呼び込んだというものである。当せん根拠のない「宝くじ買い依存症」を肯定し勧めるものである。
⑧２０１０年８月６日号の「キジのつがいを見てミニロト１等＆結婚！」と題する広告がある。
宝くじファンがキジのつがいに遭遇し縁起がいいとミニロトを買ったら１等を当て、結婚までするという根拠のないストーリーで宣伝する。
⑨２０１０年９月１０日号「三度目の当せんは１，５００万円のハッピー。」と題する広告がある。
熱心な宝くじファンの老女が、一日のうちにスクラッチ、ナンバーズ、１００円宝くじの３つも当たったという偶然のストーリーを意味があるように宣伝するものである。
⑩２０１０年１０月８日号の「オーロラにツキを感じて１億５，０００万円。」と題する広告がある。
北欧でオーロラを堪能した直後オータムジャンボを買って当たったというものである。
　これら①～⑩の当せん物語は、何の科学的根拠もないものを事後的に宝くじを買うのに良い動機だった等とかこつけたものである。また、宝くじ依存症とでもいうべきリピーターを肯定し、宝くじを買い続けることを奨励しているものである。
３．被告らによる不当広告の継続
日本宝くじ協会による「おめで当せん劇場」シリーズの宣伝は、週刊朝日であれば２０１４年２月７日号より発売元の全国都道府県及び全指定都市によるものとなっている。
政府の行政刷新会議「事業仕分け」で協会の事業を廃止する方向がいわれ、協会天下りへの高額給与から無駄な宣伝・広報事業が解決されるまで宝くじの販売を認めるべきでないとされた。しかし、協会に代えて発売元名での広告がなされたのだった。
　因みに２０１３年２月８日以来の被告らの広告をみると次のとおりである。
①２０１３年２月８日号の「『ペットも家族!』の絆でロト６・大当たり。」と題する広告がある。
ロト６購入１０年以上の熱烈なファンが、家族とペットの誕生日も含めた数字で買ったら２等を当てたという科学的根拠のないものである。
②２０１３年３月１日号の「大金をつかむ前に、かゆくなるんです？」と題する広告がある。
１０年以上の宝くじ購入者が当せん調べの朝、手が痒くなるという科学的根拠のないものである。
③２０１３年４月５日号の「『記入済み申込カード持参』で幸運ゲット。」と題する広告がある。
大の数字選択式宝くじファンが、以前納得して選び記入した申込カードを捨てずにまた持参してロト６をさっと購入し、２等に大当たりしたという科学的根拠のないものである。
④２０１３年４月１２日号の「ロト６・１等の前兆は『ヘビにダイヤ』。」と題する広告がある。
ダイヤモンドにとぐろを巻くヘビの夢を見た人が縁起がよいと５通りのロト６を買い続け１等を当てたという科学的根拠のないものである。
⑤２０１３年５月３１日号の「４番違いからズバリ！億万長者に。」と題する広告がある。
10年以上のジャンボ宝くじファンが、数年前に4番違いだった経験を前向きにとらえて挑戦を続け100枚以上の大量購入で2等を当てたというものである。まさに宝くじ依存症の勧奨である。
⑥２０１３年６月２１日号の「愛犬はかぎつけた？ロト６の幸運。」と題する広告がある。
１０年以上毎回ロト６を買っていた者が、愛犬がそばを離れなくなり、ロト６の２等を当てた。愛犬は幸運への嗅覚がするどいという科学的根拠のないものである。
⑦２０１３年７月２６日号の「金賞→５００万円のアツい興奮！」と題する広告がある。
宝くじを始めた会社員が、商店街のガラガラで金賞を当て、良いことがあったので絶対に宝くじを買わなくては！と売場に走り、ジャンボ１０枚を買って３等５００万円当たったという科学的根拠のないものである。
⑧２０１３年８月１６，２３日合併号の「娘たちと買って、ロト６・１等大当たり。」と題する広告がある。
　ロト購入を趣味とする老人が娘４人とわいわいと５通りの数字を選んで購入したところ当たったもので「父娘のパワー」と集団購入を煽っているものである。
⑨２０１３年９月１３日号の「２５才、たちまち１，０００万円の快挙。」と題する広告がある。
　いろいろな宝くじをコンスタントに購入している人が、金縁メガネの男性とすれ違ったことに「リッチなものを感じ」、虫の知らせを胸にスクラッチを削ってみたら当たったという何の根拠もないものである。
⑩２０１３年１０月４日号の「５人の夢、結実のオータム。」と題する広告がある。
５人グループでお金を出し合いジャンボを買い続けて１０年のとき、オータムジャンボで１００万円当せんして大喜びし、今後も買い続けるという宝くじ依存を勧めているものである。
⑪２０１３年１２月６日号の「結婚資金、宝くじで５，０００万円。」と題する広告がある。
結婚を控える人がものは試しと年末ジャンボを購入し、２匹のヘビの初夢をみて、調べてみると１等５，０００万円が当たっていたという科学的根拠のないものである。
⑫２０１３年１２月２０日号の「念には念の、当せん番号調べ。」と題する広告がある。
１０年以上のジャンボ宝くじファンが、末等の当せん金を引き換えがてら売場でくじを調べて貰うと、ジャンボ３０年感謝賞が当たっていたというもの。
⑬２０１４年２月７日号の「出産予定日にロト６・２等の喜び。」と題する広告がある。
妊婦は宝くじに当たりやすいとの経験談を聞いた妊婦が、毎週ロト６を買うことを決めて買い続けたところ、２等４２５万円を当てたというものである。「赤ちゃんが幸福運んでくれた」など、何の科学的根拠もない。
⑭２０１４年２月２８日号の「『買わなくちゃ』の夢で１億５，０００万円。」と題する広告がある。
夢で「とにかく宝くじを買いましょう」と指示され、グリーンジャンボ１等に大当たりというもの。これも宝くじ依存初期の夢の話である。これを利用して５億円グリーンジャンボの広告もしている。
⑮２０１４年４月４日号の「ゾロ目の次はスクラッチ１等の幸運！」と題する広告がある。
宝くじを毎週買っている者が、ナンバーがゾロ目の車を何度も見かけた日にスクラッチを削ると１等２０００万円に当たったというものである。何の科学的根拠もないのに縁起担ぎ購入を勧めている。
⑯２０１４年４月１１日号の「ピンときてラッキーセブン連鎖。」と題する広告がある。
買い物の合計金額が７７７円だったことにピンときて、ラッキーセブンスクラッチを１０枚購入し、７７７万円が当たったというもの。これも数字の縁起担ぎで宝くじを買わせようというものである。
⑰２０１４年５月３０日号の「連番の勝利！“１億１，０００万円”。」と題する広告がある。
１０年以上ジャンボ宝くじを買い続けるベテランが、連番１０枚を買って１等と前後賞を当てたというもの。これが連番購入の醍醐味というのである。
⑱２０１４年６月２０日号の「夢ほっこり、ロト７で８億円。」と題する広告がある。
１０年以上毎週数字選択式宝くじを買う人が、ロト７も特にキャリーオーバーの際は逃さず買っていたところ、「クイックピック」でロト７史上初の最高賞金を当てたというもの。なお、宝くじ売場では、番号選びに悩む人のために数字選びを補助するような道具が置かれていたり、有料で販売までされている。クイックピックとは数字選択を機械がするといういい加減なものである。
⑲２０１４年７月１８日号の「７４才、ネットで知った２億円当せん！」と題する広告がある。
週一度は宝くじを買う老人が、サマージャンボを買い、インターネットで２億円当せんを知ったというもので、サマージャンボ６億円の宣伝をしている。
⑳２０１４年９月５日号の「バスで出会った１００万円の幸運！」と題する広告がある。
バス停に向かう途中の売場で大好きなスクラッチを買い、バスの中で削ってみると１００万円当たっていたというもので、３０００万円スクラッチの勧誘広告もしている。
㉑２０１４年１０月３日号の「健康回復と３，０００万円の幸運、一挙両得。」と題する広告がある。
退院して帰宅する途中にたまたま宝くじ売場を見かけ、退院の記念にとオータムジャンボを購入したところ、前後賞に当たったというもの。退院に宝くじを買うという縁起担ぎを勧めている。
４．まとめ
　被告らによるこれら今も続く広告をみても、科学的根拠もなく夢や占い、「俗信」「迷信」「縁起担ぎ」「うわさ」を信じて買えば当たるかのように思わせるストーリーの宣伝・表示ばかりである。
　宝くじは確率は極めて低いが誰かには当たるもので、当せん者の経験エピソードは独自のもので、それは一つのやり方や一体験に過ぎず、それによって当せんすることは確実ではない。そして実はより多くの当たらない人々も圧倒的に多い同様のやり方や体験を持っている。しかし、同様のことをしても当たらなかった人の例は全く紹介しないのである。ここにこの広告表示の詐欺がある。
　また、毎回複数の宝くじを買うとか、長年買い続けている人は被告らが生んだ「宝くじ依存症」というべき者であり、この種の行為を賛美、勧奨する広告など、宝くじの本質は富くじであるから犯罪に等しい。
　すなわち、被告らを含む宝くじ発売元は、今も根拠のない広告宣伝をして、いまにも夢を買えると病癖者を含む多くの市民を錯覚させ続けているのである。
第４．宝くじの不当宣伝拡大の反社会性と原告周辺への被害
原告らの中にも、被告らの宣伝に欺されて購入したことのある者がいる。真実を知らされず、買い続ければ当たる、意外にも当たる、当たる可能性は低くないと思わされていた者や、家族や近親者にそう思って購入し損をする者も少なからずいた。
しかし、この被告らの宝くじの宣伝の仕組みを正しく知れば、庶民が持つ「夢」を利用して欺すものであり、被告らの責任の重大性を指摘せざるを得ない。
宝くじは富くじであり、「億円当せん」等の宣伝に欺されて購入した庶民らは圧倒的多数が収奪される。
そして仮に、１０００万人に１人が億円に当選しても、その金はまともに勤労して得た金でなく、むしろ勤労意欲を失ったり、奢侈な使い方で身を滅ぼすことさえある。
被告らは、「宝くじ依存」の病に対して具体的防止をしていないし、むしろ拡大させようとしている。宝くじに熱中する人々の「人格形成」や「健康」や「福祉」など全く考慮しない。
宝くじの収益金は、税金のように所得や担税能力は全く考えず、当面の金を判断力の弱い社会的弱者から奪うことで成り立っている。そして、その使途も立法当時からすれば完全な目的外のものとなっているのである。
（本文中の甲号証番号の記載は省略）
【裁判情報】大阪地裁　平成２６年（ワ）第６６８３号事　宝くじ販売差止請求事件
　次回期日：平成２７年１月１４日（水）午後１時１５分　　８０８号法廷（傍聴可）
 
○カジノアンケートと２０１５年のＩＲ法
　2014年衆院解散でＩＲ法案は廃案となりましたが、ＩＲ議連は次期通常国会で法案を再提出するといいます。ところで毎日紙は、衆議院候補に対しＩＲ法についてアンケートを行い、12月6日（土）に結果が掲載されました。それによると、自民候補はカジノ賛成66％／反対15％、民主党賛成19％／反対65％、維新賛成82％／反対5％、公明賛成9％／反対61％、次世代賛成71％／反対13％、共産と社民は反対100％というように政党により極端な結果が出ました。
　要するに、カジノ賛成の維新・次世代・自民、反対の共産・社民・公明・民主という図式になります。トータルでは賛成35％／反対53％で、男性候補は賛成37％／反対51％、女性候補は賛成23％／反対68％でした。この結果は概ね予想されたところです。
ところが、今回の選挙の投票結果をみると、小選挙区制のためにカジノ賛成派が多数を占めました。民主党や公明党の6割以上が反対というのは、カジノ阻止活動にとって有望な材料ということになるでしょう。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
（７頁）ギャンブルオンブズのどんな漢字？？　答え
１．①とばく　②ばっきん　③かりょう　④とばくじょう　⑤かいちょう　⑥ばくと　⑦けつごう
　　⑧ちょうえき　⑨ゆえい　⑩ざいぶつ　⑪ばくぎ　⑫とじ　⑬とみくじ　⑭じゅうきんこ
２．①摩る・擦る・磨る・擂る　②素寒貧　③負け　④取り戻そう　⑤意固地
３．①しょうじゃひつめつ　②ばくとれつでん　③いっしょういっぱい　④じゅうしょうとばく
　　⑤こうえいきょうぎ　⑥かちうまとうひょう　⑦とばくかいちょう　⑧ふうぞくえいぎょう
　　⑨さんてんほうしき／パチンコで勝った玉を換金商品に換え、交換所で現金にしてもらうやり方　⑩しょうひんかんきん　⑪しんそうかいてん　⑫しんだいどうにゅう　⑬でだまちょうせい／パチンコ店が釘やコンピューターで台の当たり玉の出を調整すること　⑭じょうがいばけん　⑮ちゅうおうけいば　⑯ほんめいおおあな／競馬などで一着予想の最有力が本命、番狂わせの馬が大穴　⑰れんしょうふくしき　⑱ばくとけつごう　⑲とばくかんこう　⑳だいとばくじょう　㉑とばくしゅうえき　㉒とみくじはつばい　㉓れんばんこうにゅう／宝くじで連続番号を購入すること　㉔たいすうほうそく／コイントスなど裏表の出る確率は繰り返すと限りなく2分の1に近付くこと　㉕かけきんにゅうしゅ　㉖じこはさん　㉗かていはたん　㉘びょうてきとばく　㉙とばくひげき　㉚とばくしへき　㉛とばくいぞん　
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事務局だより





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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